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１'㧜㧠 

日本における 74# の定⌕にะけた、企業のᓎഀに関する考ኤ 

 

 
٤ᩑ↰૫ሶ（ࠛルゼビア・ジࡄࡖンᩣᑼળ社） 

 

 

１㧚ߦ߼ߓߪ 

ᚒが国では、リサー࠴・アドミニスト࡟ーシ

ョンはまだ✜についたばかりだが、᰷米ではᣢ

に定⌕したシステムであり、リサー࠴・アドミ

ニスト࡟ーター（એ㒠 74#）も確┙された⡯⒳

となっている。ࠛルゼビアは、74# を支援する

サービスを提供しており、᰷米の 74# の活動に

関わってきた。 

ࠛルゼビアは、学ⴚ⺰ᢥの಴ 社であり、⺰

ᢥ情報をరデータにした、各⒳࠷ールを提供し

ている。例えば、⎇ⓥࠗンࡄクトの್断に⺰ᢥ

発⴫ᢙやⵍᒁ用ᢙを⺞ᩏすることは、今や৻⥸

化しているが、この⋡的に利用されているのが

5EQRWU（スコーࡄス）である。5EQRWU は、਎⇇

������ ⹹એ上の学ⴚ㔀⹹を収㍳する、਎⇇最大

ⷙᮨの書⹹・ᒁ用データベースで、収㍳▸࿐の

ᐢさとⵍᒁ用情報の提供をਥな特徴としている。

この 5EQRWU をరデータとし、ᚢ⇛的な⎇ⓥ支援

や⎇ⓥマネジメントのための࠷ールとして開発

したのが 5EK8CN 製品⟲だ。5EK8CN 5RQVNKIJV

（サࠗࡃル・スポットラࠗト）は各大学から発

⴫された⺰ᢥに基ߠいて、強み⎇ⓥ㗔ၞや共同

⎇ⓥ状ᴫを可視化する࠷ールで、⎇ⓥᚢ⇛の┙

案などに利用されている。5EK8CN 'ZRGTVU（サ

ࠔート）は、⎇ⓥ⠪をプロフࡄル・ࠛキスࡃࠗ

ࠗリングする࠷ールで、学内ᢎຬの⎇ⓥ活動を

多ⷺ的にᛠីするのにᓎ┙つ。また、大学の⎇

ⓥᚑ果を発信する࠷ールとしても人気がある。

74# の活動を手ഥけできるもう߭とつのサービ

スは、「74# のための⎇ⓥᚑ果⹏価࡟ポート」で

ある。74# にとって最ೋにすべきことの߭とつ

は、自大学のᢎຬの⎇ⓥ活動をᛠីすることだ

 ポートでは、各ᢎຬについて、J࡟う。このࠈ

�KPFGZ、⺰ᢥᢙ、ⵍᒁ用ᢙ、⋧対ᒁ用ࠗンࡄク

ト（਎⇇ᐔဋとのᲧセ）などの基本的なᜰᮡに

くわえ、਎⇇でトップ ��㧑に౉る⺰ᢥのᢙや国

㓙的共⪺⺰ᢥのᢙなどを⺞ᩏできる。 

本Ⓜでは、上⸥のようなサービスを提供して

いる企業としての┙場から、᰷米の 74# の活動

に関わってきた経験とそこからᓧた知⷗をもと

に、ᚒが国における 74# の定⌕にะけて、ࠛル

ゼビアがどういったᓎഀを果たせるかについて

考ኤする。また、74# が備えておくべきスキル

についても提⸒を⹜みたい。 

 

２㧚ડᬺߩᓎഀ 

２㧙㧝．情報提供 

多くの⎇ⓥ大学がリサー࠴・アドミニスト࡟

ーションにᵈ⋡しており、個人あるいは大学の

間で情報੤឵が⋓ࠎに行われているශ⽎をฃけ

る。74# の㈩置を᳿定または検討している大学

のなかには、米国の大学に⷗学や⎇ୃに行った

り、74# の⡯能࿅૕である 0%74#（0CVKQPCN 

%QWPEKN QH 7PKXGTUKV[ 4GUGCTEJ ） や 54#+

（ 5QEKGV[ QH 4GUGCTEJ #FOKPKUVTCVQTU 

+PVGTPCVKQPCN）のળ合にෳ加する例もある。国

内では、74# に関するシンポジウム╬のࠗベン

トが����ᐕ�᦬⃻࿷までにⶄᢙ開௅されており、

多くのෳ加⠪を集めている。つまり、74# に関

ᔃのある大学は、ᣢに多くの情報を持っている

ということになる。しかし大学とは㆑った┙場

を持つ企業は、大学との関わりᣇに応ߓて、独

自の視点から情報を提供できるだࠈう。 

例えば、ࠛルゼビアでは、その時々で大学や

⎇ⓥ機関が㜞い関ᔃをነせているテーマをㆬび、

⎇ⓥᚢ⇛セミ࠽ーをᲤᐕ開௅しているが、����

ᐕは「リサー࠴・アドミニスト࡟ーション」を

テーマにㆬࠎだ。=�? ࠛルゼビアਥ௅のࠗベント

だが、��� ฬએ上の↳し込みがあり、関ᔃの㜞

さがうかがえた。ෳ加⠪のアンࠤート結果から、

૗に興๧を持っているのかを၂間⷗ることがで

きる。図 � は、ෳ加の動機を⡞いた結果（ⶄᢙ
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࿁╵）だ。 

 

࿑ �㧚⎇ⓥᚢ⇛ߦ࡯࠽ࡒ࠮ෳടߚߒേᯏߩౝ⸶ 
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࿁╵⠪ �� 人のうߜ、「国内の大学の事例を知り

たかった」が ��㧑でトップだった。次に多かっ

たのは「ᶏᄖの大学の事例を知りたかった」で

��㧑だった。74# について大૕のことはᛠីで

きてきたが、ታ㓙に自大学で運用するにあたり、

先行している大学が૗をして、どࠎな問題に⋥

㕙して、それをどうస᦯してきたか、といった

㕖Ᏹにౕ૕的な情報を知りたい、というⷐᦸが

最も強いようだ。 

またࠛルゼビアでは、上⸥のような 74# を対

⽎とした情報提供のほかに、74# に関する情報

を 74# એᄖに発信することも行っている。74#

のᓎഀの߭とつには、74# そのものの知ฬᐲを

上ߍることも含まれている。特に、ᢥ部⑼学⋭

の「リサー࠴・アドミニスト࡟ーターを⢒ᚑ・

確保するシステムの整備」事業にណᛯされた大

学=�? は、74# の認知ᐲะ上のための活動がᦼᓙ

されているだࠈう。この点をൊ案し、ࠛルゼビ

アでは、Ფᐕෳ加している図書㙚✚合展で、「大

学の⎇ⓥ業❣をᛠីして⎇ⓥ支援につなߍるౕ

૕╷：図書㙚ຬも知っておきたい⎇ⓥマネジメ

ントの最新動ะ」と題してフࠜーラムを開௅し、

図書㙚ຬにะけて、74# をਛᔃとした大学にお

ける最ㄭのᚢ⇛的⎇ⓥ支援について⻠Ṷする。

図書㙚ຬは、大学のਛで⎇ⓥ支援の৻⠢をᜂっ

ているため、ᓐらにะけて 74# に関する情報を

提供することは、㒢定的ではあるが 74# の知ฬ

ᐲะ上に貢献できるのではないかと考えている。 

情報提供に関するࠛルゼビアのขり⚵みのも

う߭とつは、大学どうしをつないで、大学間で

の情報੤឵のଦㅴにነਈする活動だ。例えば、

���� ᐕ � ᦬には、ࠛルゼビアの࠷ールを利用し

ているアジアの大学を対⽎に、マ࡟ーシアでળ

合を開௅する。今ᐕで � ࿁⋡になるࠗベントだ

が、74# などの⎇ⓥ支援に៤わるᣇ々に、ネッ

トワーキングの機ળを提供することがਥな⋡的

の߭とつだ。お客様どうしをつなߋ活動は、਎

⇇ਛの大学や⎇ⓥ機関とขᒁのある企業だから

こそ಴来ることも多いため、今後もᐢく展開し

ていく予定だ。 

 

２㧙２．データや࠷ールの提供 

74# は新しい⡯⒳であるが、大学や⎇ⓥ機関

には、これまでも 74# と同様、⎇ⓥ支援に៤わ

ってきたᣇ々が多ᢙሽ࿷している。では、従来

の⎇ⓥ支援と 74# による⎇ⓥ支援では、૗が㆑

うのだࠈうか。߭とつには、74# の⎇ⓥ支援は

ᚢ⇛的である点が᜼ߍられるだࠈう。大学によ

って૗をᚢ⇛的とみなすかは異なるだࠈうが、

「⑼学的ᩮ᜚に基ߠくᗧ思᳿定（'XKFGPEG 

DCUGF &GEKUKQP /CMKPI）」を᜼ߍたい。᰷米の

大学では、⺰ᢥ╬の⎇ⓥᚑ果や競争的⎇ⓥ⾗㊄、

ᦝには特⸵や起業ઙᢙまで、学内の⎇ⓥ⠪に関

して多ጘにᷰる情報をឥえることが৻⥸化して

きている。ࠛルゼビアからは、⺰ᢥ情報を軸に

したデータや࠷ールを提供しており、企業のサ

ービスを利用できるとこࠈは最大㒢利用しつつ、

学内で収集するしかない情報は自分たߜでデー

タベース化する、というᆫ൓がみられる。特に

ᵈ⋡すべきは、᰷米の 74# は、客ⷰ的データを

ታ㓙のアクションにつなߍている点である。 

日本でもᣢに、74# の活動にデータや࠷ール

を活用したいと考えている大学はჇえてきてい

る。図㧝の⎇ⓥᚢ⇛セミ࠽ーにෳ加した動機の

内⸶を⷗ても、��㧑のෳ加⠪が「74# にᓎ┙つ

。ているߍールが必ⷐなので」を動機として᜼࠷

㊀ⷐなのは、データをどうアクションにつなߍ

ていくかで、そこが 74# の⣨の⷗せどこࠈでも

あると⸒えよう。 

例として、⧷国のある大学を᜼ߍたい。この

大学では、国㓙的な共同⎇ⓥをଦㅴするための

ᣇ╷を検討していた。ࠗンドの大学を当㕙の୥

⵬とすることが᳿まったが、ࠗンドのどの大学

とどの分野で共同⎇ⓥすると自大学にとってメ

リットがあるかを್断するためのデータを必ⷐ

としていた。⴫ � は、この⋡的のためにࠛルゼ
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ビアが提供したデータである。この⴫は、⧷国

のある大学とࠗンドのある大学の各分野におけ

る㧝⺰ᢥあたりのⵍᒁ用ᢙを਎⇇ᐔဋとᲧセし

たものだ。例えば、/CVGTKCN 5EKGPEG の分野で

は、ਔᩞとも਎⇇ᐔဋより㜞いᢙ値だが、ࠗン

ドの大学のᣇが⧷国の大学よりもᢙ値が㜞いこ

とから、⧷国の大学にとっては、この分野でこ

のࠗンドの大学と共同⎇ⓥすることはメリット

が大きい可能ᕈがあると⸃㉼できる。共同⎇ⓥ

は⎇ⓥ⠪どうしのつながりであって、このよう

なᢙ値だけで್断できるものではない。それを

分かったうえで、共同⎇ⓥを⎇ⓥ⠪個人にછせ

るのではなく、大学として⚵❱的かつᚢ⇛的に

共同⎇ⓥをଦㅴするために、こうしたデータを

活用することがᦸましい。 

ࠛルゼビアは、国࡟ベルの⎇ⓥ᡽╷のᣇ㊎に

ᓇ㗀をਈえるような機関にもサービスを提供し

ている。例えば、⧷国のビジネス・ࠗࡁベーシ

ョ ン・ ᛛ能 ⋭（ &GRCTVOGPV HQT $WUKPGUU� 

+PPQXCVKQP CPF 5MKNNU、$+5）が発⴫した、

 PVGTPCVKQPCN %QORCTCVKXG 2GTHQTOCPEG QH+ޡ

VJG 7- 4GUGCTEJ $CUG ����（⧷国の⎇ⓥ基盤を

国㓙Ყセした報告書 ���� ᐕᐲ ）ޢ=�? は、ࠛル

ゼビアがまとめた報告書である。⧷国の⎇ⓥ基

盤の業❣を、カ࠽ダ、ਛ国、フランス、ドࠗ࠷、

ࠗタリア、日本、米国の � カ国とᲧセ、⹏価し

ている。⎇ⓥᚑ果、知識⒖ォ、人的⾗本、↢産

ᕈなどのਥⷐ分野における⧷国の࿾位にᓇ㗀を

ਈえる可能ᕈのある௑ะにもᵈ⋡した内ኈにな

っている。また、⧷国の 6JG 4Q[CN 5QEKGV[ の

ᆔ⸤をฃけて作ᚑした࡟ポートޡ-PQYNGFIG� 

PGVYQTMU CPF PCVKQPU� )NQDCN UEKGPVKHKE 

EQNNCDQTCVKQP KP VJG ��UV EGPVWT[（知識、ネ

ットワーク、国ኅ：�� ਎♿の਎⇇の学ⴚද力）ޢ
=�? では、਎⇇の⑼学⎇ⓥの動ะを⺞ᩏしている。

例えば、国㓙的な共同⎇ⓥのᣇが、国内や学内

に㒢定した共同⎇ⓥよりもᒁ用のᢙが多くなる、

つまり⎇ⓥのࠗンࡄクトが大きくなる௑ะがみ

られることから、国㓙的な共同⎇ⓥの㊀ⷐᕈが

ᜰ៰されている。 
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２㧙㧟．74# ࿅૕へのෳ加 

これまで 74# に関するࠗベントにෳ加し、⻠

Ṷ⠪やෳ加⠪の⹤を⡞いた㒢りでは、日本にお

いて 74# が定⌕していく過⒟では、企業のෳ加

もあったᣇがᅢましいという৻定のコンセンサ

スがあるようにᗵߓる。74# が利用できるデー

タや࠷ールを提供している企業として、関わっ

ていきたいと考えている。日本でも 74# ࿅૕が

ᱜᑼに┙ߜ上がった㓙には、74# と企業のਔ⠪

にとってメリットがある仕⚵みを整えることを

提⸒したい。企業を含めた多様なෳ加⠪は、活

気のある活動を㐳ᦼ的に⛯けるේ動力になるだ

 。うࠈ

0%74# で は 、 ࠛ ル ゼ ビ ア は ᱜ ᑼ な

%QPVTKDWVKPI RCTVPGT になっている。例えば、

ࠛルゼビアの社ຬが 0%74# のプログラムコミッ

ティのメンࡃーとしてෳ加して、ળ合のアジェ

ンダ作ᚑや⻠Ṷ⠪のㆬ定に関わっている。また、

⃻࿷ 0%74# では、米国と '7（᰷Ꮊㅪ合）の間で

の 74# の੤឵プログラムを検討しており、ࠛル

ゼビアにはਔ⠪をつなߋᓎഀがᦼᓙされている。 

 

㧟㧚74#  ࡞ࠠࠬߩ

74# がどういったスキルをりにつけるべきか

は、ᣢに多くの⼏⺰がなされている。⎇ⓥ経験、

コミュニࠤーション力、コンプラࠗアンス╬の

ኾ門知識など、多様なスキルが᜼ߍられている

が、ࠛルゼビアの┙場からは、データ分析も有

⋉なスキルとして提案したい。前述したとおり、

⑼学的ᩮ᜚に基ߠいたᗧ思᳿定は、ᚢ⇛的な⎇

ⓥ支援にとって㊀ⷐなⷐ⚛であると考える┙場

からみると、データをᛒう基本的なスキルは 74#

にとって㊀ⷐである。 

もう৻点は、「ᄖ部のリソースをうまく使う」

スキルだ。74# の業ോは多ጘにᷰり、かつ業ോ

㊂も多くなることが予想されるが、例えばࠛル

ゼビアが提供するサービスをうまく活用するこ

とで、業ോを効率化し、ౕ૕的なアクションの

ታᣉなど、より㊀ⷐな業ോに集ਛできるのでは

ないかと考える。 

 

㧠㧚߹߼ߣ 

リサー࠴・アドミニスト࡟ーションのዉ౉が

ᆎまったばかりの日本においては、ࠛルゼビア

のような企業の関わりはまだ㒢定的なものであ

る。しかし዁来的には、ࠛルゼビアが᰷米で果

たしているようなᓎഀを日本でも果たせること

をᦼᓙして、本Ⓜでは考ኤと提⸒を⹜みた。 

リサー࠴・アドミニスト࡟ーションに㒢らず、

新しいシステムを定⌕化するためには、多様な

┙場の⠪のෳ↹が不可ᰳであࠈう。そのᗧ๧で、

単なるデータや࠷ールの提供⠪としてだけでは

なく、ᚒが国における 74# の定⌕にะけてࠛル

ゼビアが果たしᓧるᓎഀについて、今後もᮨ⚝

していきたい。 

 

㧡㧚ෳ⠨ᢥ₂ 

=�? ⎇ⓥᚢ⇛セミ࠽ーの⹦⚦は下⸥ෳᾖ。⻠Ṷ

⾗ᢱもダウンロードできる。 

JVVR���LCRCP�GNUGXKGT�EQO�PGYU�GXGPVU�

TGUGCTEJ�����KPFGZ�JVON 

=�? ᐔᚑ �� ᐕᐲ開ᆎ事業のណᛯ大学 

JVVR���YYY�OGZV�IQ�LR�DAOGPW�DQUJW�FGV

CKN���������JVO 

ᐔᚑ �� ᐕᐲ開ᆎ事業のណᛯ大学 

JVVR���YYY�OGZV�IQ�LR�DAOGPW�DQUJW�FGV

CKN���������JVON  

=�? +PVGTPCVKQPCN %QORCTCVKXG 2GTHQTOCPEG 

QH VJG 7- 4GUGCTEJ $CUG ���� 

JVVR���YYY�DKU�IQX�WM�CUUGVU�DKUEQTG�U

EKGPEG�FQEU�K����R����KPVGTPCVKQPCN�EQ

ORCTCVKXG�RGTHQTOCPEG�WM�TGUGCTEJ�DCUG

������RFH 

=�? -PQYNGFIG� PGVYQTMU CPF PCVKQPU 

)NQDCN UEKGPVKHKE EQNNCDQTCVKQP KP VJG 

��UV EGPVWT[ 

JVVR���TQ[CNUQEKGV[�QTI�WRNQCFGF(KNGU�

4Q[CNA5QEKGV[A%QPVGPV�RQNKE[�RWDNKECVK

QPU�����������������RFH 

 

 

 




